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目的 ４）既存標識法残存性確認試験 

本県の主要な栽培漁業対象種であるクルマエビ・ヨシ

エビについて，放流効果の把握と放流効果向上に係る知

見の収集を目的とする。放流予定海域周辺で，好適な底

質が分布するかどうかを明らかにし，放流適地選定の参

考とする。また，尾肢切除の標識としての有効性を確認

するとともに，標識放流を実施し，放流効果を把握する

ことにより，効果的な栽培漁業の実践を目指す。 

クルマエビの主な放流標識として使用される外肢への

損傷法について，飼育下での残存性を比較した。試験は

2008 年 9 月 4 日から 2009 年 3 月 16 日まで行った。切込

み法では右外肢全長の 1/4，2/4，3/4，4/4 まで後縁中央

部から切り込みを施し，切落とし法では右外肢のみを根

元から切除した。クルマエビは試験区ごとに砂を敷いた

100ｌ円形水槽に収容し，無処理対照区も同様に設けた。

飼育中，新たな外肢の損傷がみられた個体は，損傷が確

認された時点で除外した。標識の判別性を 11 月 25 日以

降，放流種苗の標識残存性確認試験と同様に評価した。 

 

方法 

１．クルマエビ 

 

１）標識放流 

2008 年 8 月 26 日から 27 日にかけて，35,827 尾のクル

マエビ放流種苗に尾節右外肢への切込み法（図 1）によ

る放流標識を施した。うち 143 個体を放流現場にてアル

コール保存して測定用標本とし，標識残存性確認試験に

供するため，225 尾を（財）三重県水産振興事業団栽培

センターに移送した。放流は伊勢湾漁業協同組合放流群

と同じ東黒部地先干潟にて行った。標識を施したエビは

標識装着後，即日砕波帯に直播放流した。計測用標本は

標識の装着を確認し，体長と歩脚の損傷程度を把握した。

  

図 1．切込み標識法模式図 

 

２．ヨシエビ 

２）市場調査 １）放流適地の検討 

2009 年 9 月 1 日から 12 月 25 日まで，月 3 回の頻度で

有滝漁港市場および三宅水産蓄魚槽にて，水揚げされた

クルマエビの体長，性別および標識の有無を確認した。1

0 月 22 日以降は左外肢の損傷痕も記録した。 

放流実施地点7ヶ所と候補地点12地点においてエクマ

ンバージ採泥器で表層泥を採取し，粒度組成とＡＶＳ（酸

揮発性硫化物）を調査した。放流実施地点のうち中ノ川

河口以外はヨシエビ放流と同時に採泥した。なお，候補

地点の選定は，漁船等への積み替え等ハンドリングによ

る稚エビへの悪影響と作業を軽減させるため，輸送トラ

ックを駐車できサイホンで直接放流できる場所を選んだ。

いずれの場所も干満の影響を受けるために時間や水深，

緯度経度も記録した(表 1)。また参考として伊勢湾北部

中間育成施設(鈴鹿市)の粒度組成と放流直前のヨシエビ

の歩脚障害についても把握した。 

３）標識残存性確認試験 

8 月 27 日標識放流群より抽出した 225 尾を 2t 水槽に

収容し，2009 年 3 月 6 日まで，計 191 日間飼育し，標識

の残存性を確認した。水槽内には砂を浅く敷き，個体干

渉や尾肢の擦傷を抑制した。体長が漁獲対象サイズとな

る約 8cm に達した 11 月 25 日より標識の判別性の評価を

行った。標識の判別は左右外肢の形状，暗色帯の色調を

比較し，判別容易（一目で違いが認められる），判別困

難（数秒以内に違いが認められる），判別不可（数秒以

内に違いが認められない），の 3 段階で評価した。 






